


会　　計� 補　正　額� 補正後の総額�

一般会計� 7469万4千円 増額� 86億1869万4千円�

国民健康保険� 7120万円 増額� 24億7068万3千円�

介 護 保 険� 1611万8千円 増額� 14億596万1千円�

後期高齢者医療保険� 19万8千円 増額� 3億9945万7千円�

会計別の補正額�

特 

別 

会 

計�
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・将来的には環境施策の一環として必要不可欠
であると考えるが､施行日､細部の内容に議論
を要する。

・金額と収集日の拘束との2重の負担があり､不
法投棄にもつながる。

循環型社会構築のためのリサイクルを推進して
いるが、減量化・資源化について住民の関心を
今以上に高めることで排出抑制につながる。

討論�
廃棄物の処理及び清掃に関する�
　　　　　　   条例の一部改正�

請
願
2
件
を
審
議

第
３
４
１
回
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
審

議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
中
止
・
撤
回
し
、

国
に
意
見
書
を
求
め
る
請
願

◎
請
願
者
　
新
日
本
婦
人
の
会
猪
名
川
支
部

◎
付
託
委
員
会
　
生
活
文
教
常
任
委
員
会

◎
結
果
　
不
採
択
（
賛
成
３
・
反
対
１２
）

「
被
爆
者
の
速
や
か
な
救
済
を
求
め
る

意
見
書
提
出
」
に
関
す
る
請
願

◎
請
願
者
　
川
西
市
・
猪
名
川
町
原
爆
被
害
者
の
会

◎
結
果
　
採
択
（
全
会
一
致
）

受
理
し
た
請
願

被爆者のすみやかな救済を求める意見書
要旨
国内に25万人、川西市、猪名川町には約170人の

被爆者がおられ、その多くが原爆放射線の影響による
がんなどの疾病を患うなど、不安と苦痛を感じながら
生活している。
そのような状況下にもかかわらず、原爆症の認定を

受けた者はそのうち1％にも満たない。そのため全国
各地で集団訴訟が提起されており、国は今年4月から
「新しい認定基準」による審査を開始している。
しかし本年5月30日の大阪高等裁判所の判決は、

「新しい認定基準」が対象とする疾病以外の被害者に
ついても認定を広げるなど、さらなる基準の改善を求
めるものとなっている。
高齢となる被爆者には一刻も猶予が許されない状況

におかれており、司法と行政の判断の乖離を早急に埋
める真摯な取り組みが必要である。よって国におかれ
ては、下記の事項に取り組まれるよう強く要望する。

１．これまでの司法判断を厳粛に受けとめ、認定基準
をさらに見直すこと。
２．被爆者の被爆状況、健康状態などを総合的に判断
し、速やかに認定審査を行うとともに認定に係る関
係機関の充実を図るなど体制整備を行うこと。

②―

第
　
回
341

9
月
定
例
会

生活文教�

付託委員会�審議結果�議　案　名�

可決�
（全会一致）� 生活文教�

・特別会計補正予算�
　　国民健康保険�
　　介護保険�
　　後期高齢者医療保険�

可決�
（全会一致）� 総務建設�

・地方自治法の一部を改正する法律�
　の施行に伴う関係条例の整理に関�
　する条例の制定�
・公益法人等への職員の派遣等に関�
　する条例の一部改正�
・道路占用料徴収条例の一部改正�
・権利放棄（２件）�

可決�
（全会一致）�

・スポーツ施設の設置及び管理に関�
　する条例の制定�
・社会教育施設の設置及び管理に関�
　する条例の一部改正�

可決�
（全会一致）�各常任委員会�・一般会計補正予算�

認定�
（賛成14：反対1）� 総務建設�・水道事業会計決算�

可決�
（賛成10：反対5）�

・廃棄物の処理及び清掃に関する条�
　例の一部改正�

委員会への付託議案�

決
算
認
定
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第
３
４
１
回
定
例
会
を
９
月
９
日
か

ら
９
月
１９
日
ま
で
開
会
し
、
人
事
案
件

１
件
、
決
算
認
定
８
件
、
補
正
予
算
４

件
、
条
例
制
定
・
条
例
改
正
６
件
、
そ

の
他
４
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
が
上

程
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
議
案
１６
件
、
議

員
提
出
議
案
３
件
に
つ
い
て
は
慎
重
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
同
意
、
認
定
、

可
決
し
た
。
ま
た
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ
っ
た
。

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定

７
件
の
審
査
は
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

継
続
審
査
と
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
・
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
た
め
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

道
路
占
用
の
許
可
対
象
と

し
て
、
新
た
な
工
作
物
等
が

追
加
さ
れ
た
た
め
。

廃
棄
物
の
処
理
・
清
掃
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
大

型
ご
み
に
つ
い
て
、
処
理
経

費
に
対
す
る
受
益
者
負
担
を

求
め
る
た
め
。

条
例
制
定
・
改
正

議
員
提
出
議
案

水
道
事
業
会
計
決
算

１９
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
を
認
定
。

人
事
案
件

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

長
島
　
久
さ
ん

任
期
は
２４
年
１０
月
７
日

ま
で
。

議
会
活
動
範
囲
の
明
確
化

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
協
議
又
は
調
整
を

行
う
た
め
の
場
を
新
た
に
設

け
る
た
め
、
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
議
会
活
動
の
範
囲
が

よ
り
明
確
化
さ
れ
る
。

議
員
報
酬
に
対
す
る
規
定
の

整
備地

方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る

た
め
、
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
。

ま
た
常
任
委
員
の
任
期
に

つ
い
て
、
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
。

収集された大型ごみ



委員会の活動報告�
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笹尾浄水場　薬品沈殿槽

９
月
１２
日
、
委
員
会
を
開

会
。
付
託
７
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

水
道
事
業
会
計
決
算

Q

営
業
損
失
が
増
加
し
て

い
る
要
因
は
。

A

口
径
別
分
担
金
の
減
少

や
基
金
運
用
で
の
金
利
の
変

更
等
に
よ
る
こ
と
が
主
な
要

因
。

Q

笹
尾
の
施
設
は
今
後
も

必
要
と
な
る
の
か
。

A

中
央
監
理
所
は
水
道
庁

舎
内
に
移
転
し
た
が
、
浄
水

場
機
能
は
残
っ
て
い
る
。

Q

県
水
と
自
己
水
の
運
用

方
法
は
。

A

県
水
は
笹
尾
浄
水
場
へ

１
２
０
０
ト
ン
送
水
で
き
る

能
力
が
あ
る
が
、
運
用
と
し

て
は
１
０
０
ト
ン
と
し
て
い

る
。

Q

有
収
率
が
前
年
度
よ
り

下
降
し
て
い
る
要
因
は
。

A

有
収
率
９０
・
３
％
は
平

均
的
な
も
の
で
あ
り
、
主
な

要
因
は
漏
水
で
あ
る
。

（
賛
成
６
・
反
対
１
で
認
定
）

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

Q

町
が
関
係
す
る
公
益
法

人
は
。

A

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
。

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

Q

道
路
占
用
許
可
の
対
象

と
な
っ
た
工
作
物
は
。

A

災
害
時
に
、
道
路
上
に

応
急
仮
設
建
築
物
が
設
置
可

能
と
な
っ
た
。

権
利
放
棄
（
２
件
）

Q

貸
し
付
け
審
査
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
た
の
か
。

A

農
林
商
工
業
振
興
資
金

貸
付
金
に
か
か
る
債
務
で
あ

り
、
規
則
に
よ
り
審
査
を
し

て
い
る
。

Q

信
用
保
証
協
会
の
保
証

は
な
か
っ
た
の
か
。

A

当
時
の
制
度
で
は
な
か

っ
た
。
１８
年
度
よ
り
中
小
企

業
振
興
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
に
よ
り
貸
し
付
け
て
い

る
。

Q

融
資
制
度
は
中
小
企
業

の
活
性
化
に
役
立
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
が
、
今
ま
で
の

融
資
総
額
は
。

A

約
５
億
８
８
０
０

万
円
の
貸
し
付
け
実
績

が
あ
る
。

（
一
般
会
計
補
正
予
算
、

地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
も
審
査
。

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決
）

総
務
建
設�

●20年度 議会の日程（予定）
＊12月定例会 12月 5 日～17日
＊ 3 月定例会 21年 2 月25日～ 3 月27日
議事の都合により変更することがあります。

●あなたも議会・委員会を傍聴しませんか
議会では、身近な問題等を議論しています。
まちづくりを一緒に考えてみませんか。
傍聴の手続きは簡単で、当日、事務局で受付簿に住所・
氏名を記入していただくだけで傍聴できます。
（本会議20名、委員会10名まで）

●
会
議
録
の
閲
覧

本
会
議
・
委
員
会
の
会
議
録
は
、
役

場
議
会
事
務
局
・
図
書
館
・
日
生
連
絡

所
・
六
瀬
連
絡
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
一
部

の
会
議
録
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

「有収率」
１年間に造られた水のうち、料金
収入を得た水の割合のこと。
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生 活 文 教 �
９
月
１１
日
、
委
員
会
を
開

会
。
付
託
７
議
案
・
請
願
１

件
を
審
査
。

一
般
会
計
補
正
予
算

Q

県
の
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
金
が
大
幅
に
増
額
補
正

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

A

昨
年
度
、
３
歳
児
未
満

を
医
療
費
無
料
と
し
た
制
度

拡
大
に
よ
る
補
助
対
象
分
と

町
単
独
分
の
割
り
振
り
に
お

い
て
、
県
助
成
を
少
な
く
見

積
も
っ
て
い
た
た
め
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

Q

退
職
医
療
制
度
の
改
正

に
よ
る
医
療
機
関
か
ら
の
月

遅
れ
の
請
求
が
多
く
あ
っ
た

が
、
今
後
も
あ
る
の
か
。

A

制
度
改
正
に
よ
り
、
請

求
が
遅
延
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
今
後
に
お
い
て
は
な

く
な
る
も
の
と
考
え
る
。

（
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
も
審
査
。
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
可
決
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Q

大
型
ご
み
の
戸
別
収
集

の
方
法
は
、
申
込
日
と
回
収

日
の
調
整
・
料
金
徴
収
方
法
・

品
目
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

ら
な
い
か
。

A

全
域
を
５
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
週
１
回
の
収
集
日
を

定
め
る
。
収
集
は
、
立
会
い

で
そ
の
場
で
料
金
を
徴
収
。

主
な
品
目
は
例
示
し
て
い
る

が
、
定
め
の
な
い
も
の
は
、

そ
の
他
の
品
目
で
判
断
す
る
。

（
賛
成
５
・
反
対
２
で
可
決
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

Q

利
用
料
金
は
ど
う
な
る

の
か
。
指
定
管
理
委
託
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A

１０
年
に
建
設
時
の
雇
用

促
進
事
業
団
に
よ
る
単
価
条

指定管理者の管理になる町スポーツセンター

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
指
定
管
理
に

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
指
定
管
理
に�

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
指
定
管
理
に�

件
で
安
く
設
定
し
て
い
る
が

指
定
管
理
者
に
は
、
現
行
の

単
価
を
最
上
限
と
し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
公
募
を

１０
月
上
旬
か
ら
中
旬
と
し
、

１２
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
れ

ば
、
開
始
は
４
月
か
ら
と
な

る
。

社
会
教
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

Q

文
化
体
育
館
の
み
指
定

管
理
に
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

指
定
管
理
の
条
項
は
入
っ
て

い
る
が
今
後
ど
う
考
え
る
の

か
。
議
会
へ
の
報
告
は
。

A

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
み
指

定
管
理
す
る
こ
と
に
し
た
が

時
期
が
き
た
ら
文
化
体
育
館

も
指
定
管
理
に
す
る
。
業
者

を
決
め
る
場
合
に
は
議
会
の

議
決
が
必
要
。

（
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
。
請
願
は
、
賛
成
１
・
反

対
６
で
不
採
択
）

９
月
１９
日
、
委
員
会
を
開

会
。継
続
調
査
事
項
を
調
査
。

国
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
を
現
地
視
察

２０
年
１１
月
か
ら
試
運
転
開
始
。

建設現場を視察する委員（国崎クリーンセンター）
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ここが聞きたい� 一 般 質 問 �

２０
年
度
は
、
ソ
フ
ト
施
策
を

中
心
に
、
行
政
運
営
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
レ
ジ
ャ
ー

面
で
は
、
物
価
高
が
も
た
ら

す
消
費
者
の
安
・
近
・
短
ニ

ー
ズ
が
広
ま
る
中
、
多
く
の

人
に
観
光
資
源
に
触
れ
て
も

ら
う
機
会
を
増
や
す
た
め
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
部
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
増
員
を
図
り
、
悠

久
の
館
で
の
現
地
受
付
型
案

内
等
で
利
用
者
の
満
足
度
を

高
め
、
集
客
増
に
努
め
て
い

る
。
今
後
は
、
昨
年
実
績

（
１
５
０
万
５
千
人
）
を
上

回
れ
る
よ
う
、
広
域
会
議
の

活
用
や
県
と
の
連
携
を
図
る

他
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
Ｐ
Ｒ
面
を
強
化
す
る
。

法
律
相
談
や
年
金
相
談
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
相
談
窓

口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

件
数
等
の
状
況
は
公
表
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
公
表

す
る
こ
と
は
、
法
律
問
題
等

へ
の
関
心
の
深
ま
り
や
、
生

活
者
と
し
て
の
権
利
意
識
の

向
上
等
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

本
年
か
ら
公
表

が
義
務
付
け
ら
れ
た
教
育
相

談
等
の
動
き
に
併
せ
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
相
談
案
内

記
事
の
中
で
過
去
件
数
等
を

併
記
す
る
な
ど
し
て
、
全
般

的
に
考
え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

人
事
評
価
制
度
の
本
格
実
施

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
反
映
し
て
い
る
か
。

町
観
光
資
源
へ
の
集
客
増
加
の
取
り
組
み
は

昨
年
の
実
績
超
え
を
目
指
し
Ｐ
Ｒ
等
を
強
化

久保　宗一議員

福
祉
計
画
・
施
策
を
推
進
す

る
上
に
お
い
て
、
町
と
社
協

の
人
材
確
保
に
向
け
た
ル
ー

ル
づ
く
り
は
可
能
か
。

生
活
部
長

明
確
化
の
た
め

の
ル
ー
ル
化
は
、
事
業
運
営

で
課
題
が
あ
り
、
ま
た
社
協

の
思
い
が
あ
れ
ば
前
向
き
に

協
議
す
る
。

福
祉
施
設
の
有
効
利
用
並
び

に
運
営
・
執
行
体
制
の
強
化

検
討
は
。

生
活
部
長

社
協
と
協
議
を

重
ね
、
利
用
促
進
と
内
部
組

織
強
化
の
取
り
組
み
に
更
な

る
向
上
が
図
れ
る
よ
う
働
き

か
け
る
。

地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し
の

時
期
は
。

生
活
部
長

関
係
す
る
事
務

事
業
の
情
報
収
集
後
、
２１
年

度
で
の
計
画
策
定
を
予
定
し

て
い
る
。

今
後
の
福
祉
施
策
に
対
す
る

取
り
組
み
は
。

副
町
長

町
と
し
て
身
近
な

所
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
で
き
る
の
は
社
協
で
あ
り
、

ま
た
２５
億
円
を
費
や
し
た
施

設
の
利
用
向
上
も
社
協
の
自

主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
指

定
・
委
託
事
業
を
中
心
と
し

て
、
運
営
面
ま
で
は
い
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
よ
り
良

い
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
て
努
力
は
し
て
い
く
。

西谷八郎治議員

総合福祉センターの更なる利活用を
社協の自主性を尊重し利用向上を図る

総合福祉（ゆうあい）センター

観光客でにぎわう秋山味覚まつり（道の駅）
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今
や
国
民
一
人
が
１
台
保
有

す
る
ほ
ど
普
及
し
て
い
る
携

帯
電
話
に
は
、
金
な
ど
の
貴

金
属
や
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

レ
ア
メ
タ
ル
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
携
帯
電
話
に
つ

い
て
は
、
平
成
１３
年
か
ら
メ

ー
カ
ー
の
通
信
事
業
者
に
よ

る
自
己
回
収
シ
ス
テ
ム
、
モ

バ
イ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
携
帯
電
話

を
買
い
替
え
る
際
に
販
売
店

に
お
い
て
、
使
用
済
み
の
端

末
を
無
償
で
回
収
す
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
で
の
回
収
が
年

々
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

貴
重
な
レ
ア
メ
タ
ル
が
無
駄

に
眠
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
本
町
で
も
レ
ア
メ
タ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
を
強
化
し
て
い

く
た
め
に
携
帯
電
話
の
回
収

に
乗
り
出
す
べ
き
で
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

生
活
部
長

国
で
は
「
緩
や

か
な
規
制
で
自
発
的
な
回
収

を
促
す
」
と
の
基
本
方
針
が

あ
り
、
結
果
的
に
は
個
々
の

ユ
ー
ザ
ー
が
ど
う
意
識
す
る

か
が
鍵
と
な
る
と
思
う
が
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
、
こ
れ
ら

の
動
向
を
見
定
め
る
中
で
、

そ
の
後
、
本
町
と
し
て
ど
う

い
う
対
応
が
と
れ
る
か
を
考

え
て
い
き
た
い
。

新賀　保議員

携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
し
て
は

国
の
動
向
を
見
定
め
る
中
で
考
え
る

今
の
時
代
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
重
要
な
情
報
発
信
の
場
で

あ
り
第
２
の
玄
関
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
一
日
８

０
０
人
余
り
の
方
が
訪
問
さ

れ
て
い
る
町
役
場
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
は
、
住
民
へ
の
大
き
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
町
を
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

身
体
に
障
害
を
持
た
れ
た
方

が
誰
の
介
助
を
受
け
な
く
て

も
、
ま
た
人
に
接
す
る
こ
と

が
苦
手
な
人
も
、
自
分
の
好

き
な
時
間
帯
に
役
場
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
訪
問
で

き
る
。作
成
・
維
持
・
管
理
に

予
算
、
人
員
を
も
っ
と
使
う

べ
き
と
考
え
る
が
。
結
果
と

し
て
時
間
・
労
力
・
経
費
も

削
減
さ
れ
、
顔
と
顔
を
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
す
る
。

全
体
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
古

く
な
っ
て
き
て
お
り
、大
き
な

見
直
し
の
時
期
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

更
新
を
簡
略
化

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

町
長
の
動
静
に
つ
い
て
町
民

は
注
目
し
て
い
る
。「
町
長

の
一
日
」
と
い
う
欄
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
設
け
て
は
。

総
務
部
長

慎
重
に
検
討
し

た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

文
化
事
業
発
展
と
メ
ル
マ
ガ

発
行
に
つ
い
て

町のホームページを更新する職員

石井　洋二議員

第2の玄関ホームページの充実を
支援システムの導入を検討している

希少金属が含まれる携帯電話
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指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

よ
る
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
は
。

総
務
部
長

地
方
自
治
法
の

改
正
を
受
け
、
１７
年
６
月
に

条
例
を
定
め
、
一
般
的
に
広

く
住
民
が
利
用
す
る
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定
し
た
。

現
在
で
は
、
日
生
中
央
駅
前

の
駐
車
場
・
駐
輪
場
・
社
会
福

祉
会
館
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
霊
照
苑
・
道
の
駅
・
大
野

ア
ル
プ
ス
ラ
ン
ド
・
Ｂ
＆
Ｇ
プ

ー
ル
の
８
施
設
を
制
度
に
よ

り
運
用
し
て
い
る
。
民
間
の

活
用
、
経
費
の
節
減
が
目
的

で
あ
り
、成
果
は
出
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
で
の
個
人

情
報
・
利
用
さ
れ
る
人
た
ち

の
平
等
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
等

が
充
分
で
き
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
い
て
慎
重
に
取

り
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し

て
公
平
性
・
公
共
性
を
保
っ

た
施
設
管
理
に
努
め
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
指

導
も
行
っ
て
い
る
。

下
水
道
区
域
内
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
管
理
・
点
検
は
。

生
活
部
長

点
検
・
管
理
の

主
体
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽

法
に
よ
り
、
県
が
す
べ
き
で

あ
る
が
、
町
と
し
て
は
県
と

協
力
し
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

下坊　辰雄議員

合併処理浄化槽の点検・管理の指導は
県と協力し指導を行っている

設
置
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

消
防
長

町
内
公
共
施
設
３１

カ
所
で
使
用
で
き
る
。
民
間

施
設
に
は
１９
カ
所
に
設
置
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

後
も
理
解
を
求
め
普
及
推
進

に
努
め
る
。

配
置
マ
ッ
プ
の
作
成
は
ど
う

か
。

消
防
長

消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
る
が
、

今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
広

報
等
を
続
け
る
。

公
共
施
設
等
の
閉
館
時
の
対

応
は
。

消
防
長

現
在
設
置
し
て
い

る
機
種
は
屋
内
で
の
保
管
が

原
則
な
の
で
、
す
ぐ
に
は
屋

外
対
応
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
施
設
等
の
開
館
時
だ
け

で
な
く
閉
館
時
に
お
い
て
も

使
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し

い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
調
査

・
検
討
を
加
え
考
慮
す
る
。

無
償
貸
し
出
し
の
創
設
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

消
防
長

装
置
を
貸
し
出
す

制
度
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
の
動
向
を
踏
ま
え
、

生
涯
学
習
部
門
な
ど
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
率
向
上
と
普
及
を

住
民
の
安
心
・
安
全
と
普
及
推
進
を
図
る

安井　和広議員

公共施設に設置されているAED（町役場）

日生中央駅前第１自転車駐車場

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

多
く
の
突
然
死
の
原
因
と
な
る
心
臓
の
危
険
な
状
態
（
心
室
細

動
）
を
、
自
動
的
に
判
断
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
て
取

り
除
い
て
く
れ
る
機
械
の
こ
と
。



―⑨ ――第129号 平成20年（2008年）10月29日いながわ議会だより

市
街
化
調
整
区
域
の
活
性
化

策
「
特
別
指
定
区
域
制
度
」

の
取
り
組
み
は
。

建
設
部
長

大
島
・
楊
津
小

学
校
区
内
に
お
い
て
情
報
提

供
、
地
元
の
反
応
の
把
握
に

努
め
現
在
検
討
に
入
っ
て
い

る
。

農
業
の
課
題
は
。

建
設
部
長

給
与
収
入
を
基

と
す
る
第
二
種
兼
業
農
家
が

大
半
で
、
後
継
者
不
足
、
高

齢
化
に
よ
り
農
家
の
生
産
意

欲
や
農
地
の
保
全
維
持
に
お

い
て
不
安
な
状
況
が
あ
る
。

町
の
特
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
、

生
産
力
、
市
場
性
を
高
め
る

べ
き
だ
が
。

建
設
部
長

今
は
道
の
駅
を

中
心
と
し
て
市
場
評
価
は
得

て
い
る
が
、
更
に
生
産
力
を

高
め
る
に
は
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
。

戦
略
的
発
想
を
も
っ
た
組
織

経
営
・
営
業
概
念
を
も
ち
、

ま
た
住
民
に
わ
か
り
や
す
い

部
署
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長

１９
年
度
に
組
織

を
見
直
し
定
着
し
て
い
る
。

職
員
の
二
部
署
兼
任
や
資
格

取
得
を
目
指
し
た
ラ
イ
セ
ン

ス
制
度
導
入
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。

総
務
部
長

一
人
の
職
員
が

多
く
の
分
野
を
担
当
し
て
お

り
、
命
令
系
統
、
責
任
所
在

な
ど
兼
任
を
実
施
す
る
の
は

難
し
い
。
ま
た
、
ラ
イ
セ
ン

ス
制
度
は
考
え
に
な
い
。

合田　共行議員

猪
名
川
町
の
ま
ち
づ
く
り
政
策
は

都
市
計
画
は
比
較
的
順
調
に
推
移
し
て
い
る

前
回
の
水
道
料
金
引
き
下
げ

は
「
県
の
料
金
体
系
見
直
し

で
本
町
の
料
金
が
下
が
れ
ば

見
直
す
。」
と
の
方
針
の
下

に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
町

民
は
、
県
の
設
定
し
た
料
金

体
系
に
従
っ
て
高
い
料
金
を

払
っ
て
い
る
。
今
、
県
が
県

営
水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る

方
針
と
の
こ
と
。
実
現
さ
れ

れ
ば
３
千
万
円
ほ
ど
安
く
な

る
。
町
に
と
っ
て
は
想
定
外

で
あ
り
、
た
な
ぼ
た
の
よ
う

な
も
の
。
町
の
料
金
体
系
は

県
の
見
直
し
を
当
て
込
ん
だ

も
の
で
は
な
く
、
見
直
し
分

が
な
け
れ
ば
将
来
枯
渇
す
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
県
の

見
直
し
分
は
町
民
に
還
元
し
、

水
道
料
金
を
引
き
下
げ
る
べ

き
で
は
。

建
設
部
長

そ
の
程
度
の
減

額
で
は
、
町
の
料
金
を
引
き

下
げ
る
状
況
に
は
な
い
。
し

か
し
、
各
市
町
の
計
画
給
水

量
の
見
直
し
が
再
来
年
３
月

に
か
け
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
今
回
の
引
き
下
げ
以

上
の
見
直
し
が
行
わ
れ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

業
務
を
行
う
中
で
町
や
住
民

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
業
者

が
あ
る
。
指
導
を
徹
底
す
べ

き
だ
が
、
で
き
る
か
。

建
設
部
長

現
状
を
把
握
し

た
中
で
、
し
か
る
べ
き
最
善

の
指
導
を
徹
底
し
た
い
。

たいせつな水

池上　哲男議員

県水道料金引き下げ分は町民に還元を
その程度では、引き下げる状況にない

武雄市役所（佐賀県）
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農
地
を
有
効
利
用
し
住
民
の

健
康
増
進
に
つ
な
が
り
、
よ

り
安
全
な
農
作
物
を
つ
く
る

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
（
滞
在

型
市
民
農
園
）
は
ド
イ
ツ
で

は
約
５０
万
人
の
人
が
利
用
し

て
い
る
。
日
本
で
も
す
で
に

約
７０
カ
所
設
置
し
て
い
る
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
利
用

し
て
い
る
人
が
地
元
の
農
業

の
手
伝
い
を
す
る
事
例
も
あ

り
、
田
畑
や
山
林
の
荒
廃
を

防
ぐ
上
で
も
有
効
利
用
に
な

る
と
考
え
る
が
。

建
設
部
長

本
町
は
都
市
に

近
い
の
で
日
帰
り
型
の
市
民

農
園
が
主
体
だ
が
、
た
だ
ち

に
検
討
課
題
と
す
る
の
は
難

し
い
。

鉄
砲
水
が
発
生
し
た
時
、
町

内
の
親
水
公
園
の
安
全
対
策

は
万
全
か
。

建
設
部
長

町
内
３
カ
所
の

親
水
公
園
を
点
検
し
た
結
果
、

緊
急
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
は

必
要
な
い
。ま
た
、す
で
に
注

意
看
板
は
設
置
し
て
い
る
。

毎
年
配
布
さ
れ
る
例
規
集
等

を
条
例
変
更
し
た
部
分
だ
け

を
差
し
替
え
る
バ
イ
ン
ダ
ー

フ
ァ
イ
ル
形
式
に
し
て
経
費

を
削
減
す
る
よ
う
に
。
民
間

で
は
す
で
に
導
入
し
て
い
る
。

総
務
部
長

加
除
式
は
総
合

的
に
勘
案
す
る
と
、
結
果
と

し
て
は
経
費
の
削
減
に
な
ら

な
い
の
で
、変
更
は
し
な
い
。

福井　澄榮議員

クラインガルテンを町内に導入しては
ただちに検討課題とするのは難しい

７
月
３０
日
か
ら
８
月
４
日

ま
で
の
６
日
間
、
福
井
昌
司

・
西
谷
八
郎
治
・
尾
川
悦
子

議
員
の
３
名
を
含
む
訪
問
団

（
団
長
＝
西
村
副
町
長
）
が

姉
妹
都
市
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ビ
ク
ト
リ
ア
州
バ
ラ
ラ

ッ
ト
市
を
訪
問
し
た
。

本
町
と
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
は

１
９
８
８
年
８
月
１
日
に
姉

妹
都
市
提
携
を
締
結
し
、
今

年
で
２０
周
年
を
迎
え
た
。

８
月
１
日
の
記
念
式
典
で

は
、
姉
妹
都
市
提
携
２０
周
年

記
念
協
定
書
に
調
印
す
る
と

と
も
に
、
市
内
の
植
物
園
で

記
念
植
樹
（
銀
杏
）
を
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
交
流
の
進

展
と
友
好
を
確
認
し
た
。

松本市神谷クラインガルテン（長野県）

協定書を交わす議長（左から２人目）

バララット市 猪名川町

姉妹都市バララット市を訪問
－20周年記念式典に出席－

「さらなる交流の進展と
友好を確認」

「さらなる交流の進展と
友好を確認」
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産
地
偽
装
や
毒
物
混
入

餃
子
な
ど
食
の
安
全
を
脅

か
す
事
態
が
次
々
と
起
こ

り
ま
し
た
が
、
ま
た
ま
た

汚
染
米
と
い
う
重
大
な
問

題
が
発
覚
し
ま
し
た
。
農

水
省
は
し
っ
か
り
安
全
対

策
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
特
別

委
員
会
は
、「
議
会
だ
よ

り
」
を
よ
り
読
み
や
す
く

親
し
み
や
す
い
も
の
に
と

様
々
な
工
夫
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
県

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
後
も
工
夫
・
改

善
・
改
革
に
努
め
ま
す
。

ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

島
人
宝

ゆ  

き  

ほ

し　

 

か
た

中
谷
中
学
校　

三
年　

四
方　

志
保

今
は
平
和
な
沖
縄
も

昔
戦
争
を
し
て
い
た

戦
争
の
恐
し
さ
を　

本
当
の
平
和
を

被
爆
者
た
ち
が
私
達
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

そ
れ
を
私
達
が
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
私
達
に
必
要
な
の
は

島
人
の
よ
う
な
温
か
い
心

島
人
宝
を
一
人
一
人
が
持
つ
こ
と

そ
れ
が
本
当
の
平
和
へ
と
近
づ
く

第
一
歩
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か

短
歌
・
俳
句
に
挑
戦
！

こ
う  

い
ち   

ろ
う

は
や
し

れ
い　

あ

き
た　

な
か

り　
　

の

ひ
し　

ぬ
ま

り
ょ
う
す
け

ま
つ　

だ

と
も　

あ
き

せ
き　

の

こ
う　

す
け

し　

み
ず

松
尾
台
小
学
校　

六
年

・
久
し
ぶ
り　

み
ん
な
ド
ロ
ド
ロ　

き
た
な
い
よ

　

だ
け
ど
が
ん
ば
る　

本
番
ま
で
だ　
　
　
　
　
　

林　

晃
一
郎

・
騎
馬
戦
で　

に
げ
て
に
げ
て　

生
き
残
っ
た
よ

　

で
も
本
番
は　

少
し
と
っ
て
ね　
　
　
　
　
　
　

北
中　

玲
安

・
秋
の
空　

夕
日
に
む
か
う　

と
ん
ぼ
た
ち　
　
　

菱
沼　

璃
乃

・
秋
に
な
り　

葉
っ
ぱ
が
紅
葉　

き
れ
い
だ
な　
　

松
田　

涼
介

・
運
動
会　

グ
ラ
ン
ド
集
ま
り　

楽
し
い
な

　

今
年
も
楽
し
み　

運
動
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
野　

智
彬

・
栗
の
木
の　

ま
わ
り
を
と
ん
で
る　

赤
と
ん
ぼ　

清
水　

洸
佑

白金小学校

六瀬中学校
中谷中学校

猪名川中学校




